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MetaFluorにおけるトリガー取り扱いについて 
 
トリガー出力を行う場合 

1. トリガー出力ポートの設定 

a) Meta Imaging Series 7．xグループのMeta Imaging Series Administratorアイコンをダブルク
リックしてMeta Imaging Series Administratorダイアログボックスが表示されます。 

 

 
b) Meta Imaging Series Administratorダイアログボックスで Configure Hardwareをクリックし
ます。 
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c) Configure Hardwareダイアログボックスで Install System Devicesをクリックします。 

d) Install Hardware ダイアログボックスで Available Hardware から LPT Port を選択して
Install>>をクリックします。Installed Devicesに LPT Portが表示されます。OKをクリック
します。 

 
e) Configure Hardwareダイアログボックスで Configure Devicesをクリックします。 
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f) User Setting for “Default” hardware configurationダイアログボックスで Available Devicesで
LPT Portを選択してAdd>>をクリックします。Claimed DevicesにLPT Portが表示されます。 

 
g) Claimed Devicesの Parallel Portを選択して Settingをクリックします。Parallel Port Settings
ダイアログボックスで Portのところで LTP 1, 2, 3のいずれかを選択します。パラレルポートの
増設等を行っていない場合は LPT 1 を選択します。チェックボックスのチェックは必要ありま
せん。OKをクリックします。 

 
h) 各ダイアログボックスで OKをクリックしてそれぞれを閉じます。トリガー出力ポートの設定は
終了です。 

※すでにその他のデバイスが設定されている場合は、それらを残した状態で LPT Portを追加してくだ
さい。 
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2. MetaFluorの起動 
a) Meta Imaging Series 6.1グループのMetaFluorアイコンをダブルクリックしてMetaFluorを
起動します。 

b) コマンドバーから Newをクリックします。画像取得用のコマンドバーが表示されます。 

c) 露光時間、波長等の基本条件の設定を行います。（設定方法は別途資料をご覧ください。） 
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3.  Journalの作成 
a) Journalsメニューから Create Journalを選択します。 

b) 新規作成する Journal ファイル (JNL)名を設定して保存をクリックします。 (ここでは
TriggerOut.JNLとします。) 

c) Journal Editorが表示されますので、左側の一覧からSend DIO Dataを選択してNo Description
の下にマウスで移動します。移動した後に Send DIO Dataの設定ダイアログボックスが表示さ
れます。使用する Pinを Onにします。（それ以外は Ignore にしてください。）OKをクリック
します。（ここでは Pin2の設定を行っています。） 

d) 左側の一覧から Delayを Send DIO Dataの下にマウスで移動します。Delayの設定ダイアログ
ボックスが表示されます。Delay(ms)に 100(ms)を入力します。OKをクリックします。（パルス
幅を大きくする場合はこの時間を変更します。） 

e) 左側の一覧から Send DIO Dataを選択して No Descriptionの下にマウスで移動します。移動し
た後に Send DIO Dataの設定ダイアログボックスが表示されます。使用する Pinを Offにしま
す。（それ以外は Ignoreにしてください。）OKをクリックします。（ここでは Pin2の設定を行
っています。） 

   

 
f) Saveをクリックして b)で設定した Journalを上書きして保存します。 

g) Exitをクリックして Journal Editorを閉じます。 
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※Delayを設定する場合、View:のところを Taskから Alphabeticalに変更しますと Delayが探しやす
くなります。 

※保存した Journalを変更（編集）する場合は、Journalsメニューから Edit Journalを選択して JNL
ファイルを読み出し編集します。(Journal Editorが起動します。) 
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4. Event Mark時にトリガーを出力する場合 
a) コマンドバーから Eventsをクリックします。Event Marksダイアログボックスが表示されます。 

 
b) Event Marksダイアログボックスの Event Text:に表示させるテキストを入力します。（ここでは

Trigger Outと入力します。） 

c) Selectをクリックして 3で保存したジャーナルファイル(TriggerOut.JNL)を選択します。 

d) Add New Event to Listをクリックします。Event Listに表示されます。 

e) F5: Markをクリックしますと指定した Pinから 0 - 5 - 0 Vのシグナルが出力されます。 
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5. 画像取得開始時にトリガーを出力する場合 
a) Journalsメニューから Sequence Journalsを選択します。 

  
b) Sequence Journalsダイアログボックスで Addをクリックします。 

c) Add Sequence Journalダイアログボックスで Execute on Experiment Cycle:にチェックを入れ
まして、値を 0にします。さらに Select Journalをクリックして 3で保存したジャーナルファ
イル(TriggerOut.JNL)を選択します。OKをクリックします。 
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d) 下記の表示で OKをクリックします。 

 
e) Use Sequence Journalsを選択してチェックマークを付けます。 

 
f) Experiment Control PanelのF4: Acquireをクリックしますと画像取得が開始すると同時に指定
した Pinから 0 - 5 - 0 Vのシグナルが出力されます。 

 

以 上 
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